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•ビルド番号, on page 1
•新規および更新済み機能, on page 1

ビルド番号

ビルド番号Version

12.9.2.304552VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 12.9(2)

• Cisco JVDI Agent

• Cisco JVDI Client

12.9.1.304247VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 12.9(1)

• Cisco JVDI Agent

• Cisco JVDI Client

12.9.0.303399VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 12.9

• Cisco JVDI Agent

• Cisco JVDI Client

新規および更新済み機能

12.9(2)

新しいサポート対象プラットフォーム

VDI版 Cisco Jabber Softphone 12.9 (2)は次の新しいプラットフォームをサポートしています。
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• Citrix XenApp and XenDesktop 7.15 Cu6 (LTSR)

• Citrix Virtual Desktopとアプリケーション 7 2009 (CR)

• VMwareホライズン 7.13と VMwareホライズンクライアント 5.5

12.9(1)

Mac OSシンクライアントのサポート

VDI版 Cisco Jabber Softphone VDIリリース 12.9 (1)のは、シンクライアントとしてMacBook
（MacOS）プラットフォームをサポートするようになりました。ユーザは、Macデバイス（MacOS
10.14または 10.15）を使用して、ホストされた仮想デスクトップ（HVD）にアクセスできます。
VDIクライアントをインストールする前に、Citrix Workspaceの最新バージョンをインストールし
てください。インストールされていない場合、VDIクライアントのインストールは失敗します。
MacOSのVDI 12.9(1)向けVDI版Cisco Jabber Softphone は、WindowsおよびLinuxプラットフォー
ムですでにサポートされているほとんどのコール機能がサポートされています。「ヘッドセット

呼制御」の場合、MacOSは Jabraヘッドセットのみに対応しています。

VDI版 Cisco Jabber Softphone MacOSのは、応答/終了、ミュート/ミュート解除などの通話制御を
行うために、アクセサリとしてオーディオデバイスの使用もサポートされています。サポートリ

ストは Jabber for Macに配置されています。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/uc_endpoints_accessories.htmlを参照し
てください。

要件ーMac OS

サポートされているオペレーティングシステム

VDI版 Cisco Jabber Softphone は、次のMacOSバージョンでサポートされています。

• Mojave (10.14)

• Catalina (10.15)

ハードウェア要件

Mac版 Cisco Jabber要件：

メモリ 2 GB搭載されているRAM（Installed
RAM）

1 GB物理メモリの空き容量

300 MBディスクの空き容量
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Mac版 Cisco Jabber要件：

次のいずれの Appleハードウェアの Intel Core 2 Duoもしくはそ
れ以降のプロセッサ

• iMac Pro

• MacBook Pro

• MacBook

• MacBook Air

• iMac

• Mac Mini

CPUの速度およびタイプ

USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）I/Oポート

Citrix Workspaceの要件

VDI版 Cisco Jabber Softphone Mac OSのリリース 12.9(1)は、Citrix VDI環境でのみ動作します。
Cisco JVDI Clientをインストールする前に、Citrix Receiverクライアントではなく、最新の Citrix
Workspaceクライアントをインストールする必要があります。

• Citrix Receiver 13.0以降

• Citrix Workspace app 1808以降

• VMwareホライズンビュークライアントバージョン 4.xおよび 5.x

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

アクセス許可の受け入れ

Procedure

ユーザがMacOSでCisco JVDI Clientを初めて起動する場合は、次の必要な権限を許可する必要が
あります。
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Table 1:必要な権限

説明権限

ビデオ通話でカメラを使用

するか、または [設定
（Settings）]でカメラを開
きます。

アクセスカメラ

通話中にマイクを使用して

音声を再生します。

アクセスマイク

ビデオ通話でカメラを使用

するか、または [設定
（Settings）]でカメラを開
きます。

録音画面

Cisco JVDI Clientを Citrix
ビューアーと一致させるた

めに必要です。Mac OS上
でアプリケーションを最大

化すると、アプリケーショ

ンウィンドウは新しい仮想

デスクトップ（またはス

ペース）に配置されます。

ユーザが Citrixビューアー
を最大化すると、Jabberの
ビデオオーバーレイウィン

ドウは Citrixビューアーの
スペースに配置されます。

これを行うには、JVDIが
システムのアクセシビリ

ティへのアクセスを要求す

る必要があります。ユーザ

は JVDIの初回実行時にこ
のポップアップを表示しま

す。

アクセスアクセ

シビリティ

MacOSインストーラの実行

MacOSインストーラ（PKG）を実行して、Cisco JVDI Clientをインストールします。
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Procedure

Step 1 Install_Cisco_JVDI_Client.pkgファイルをダブルクリックします。

Step 2 EULAを読み、同意する場合は [続行（Continue）]をクリックします。

Step 3 [インストール（Install）]をクリックしたら、Citrixビューワーを閉じてくださいというプロンプ
トを閉じ、[アプリケーションを閉じてインストールする（Close Application and Install）]をク
リックします。

また、現時点で Citrixを閉じることができない場合は、[後でインストールする（Install Later）]
をクリックすることもできます。

Step 4 残りの画面をクリックして、インストールを完了します。

新しいサポート対象プラットフォーム

VDI版 Cisco Jabber Softphone 12.9 (1)は次の新しいプラットフォームをサポートしています。

•ホストされた仮想デスクトップ（HVD）としてのWindows Server 2019

•接続ブローカーとしての VMWare Horizon 8

• Citrixの仮想アプリとデスクトップでは、接続ブローカーとして CRは最大 2006です。

録音トーン

エージェントにしか聞こえないレコーディング通知トーンがすでに再生できます。顧客にレコー

ディングトーンを再生することもできます。この機能は、Unified CM Administrationの [システム
サービスパラメータ（System Service Parameters）]の下でオンにします。録音トーンの有効化の
詳細については、「Cisco Jabberリリースノート」と、「Cisco Unified Communications Managerの

機能およびサービスガイド」のモニタリングとレコーディングの章を参照してください。

12.9

すべてのプラットフォーム機能

Cisco Jabberのサポート

このリリースでは、次の新しいWindows版 Cisco Jabberリリース 12.9の機能がサポートされてい
ます。

•以前のバージョンのクライアントのサインインをブロックする

•シスコヘッドセットファームウェアアップグレード通知

• Cisco Sunkist 730ヘッドセットプレゼンス LEDが Jabberと同期します

•ネットワークに問題が発生した後のカスタムタブ更新
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• Jabberヘルプセンターの追加されたリンク

•会議を開始する最大 15分前に参加

•クライアントのテーマに合わせてカスタムタブの調整をプログラムで行います

• PRTログのリモートコレクション

• Unified CM会議でサードパーティを削除

•会議室名で常設チャットルームを検索

•ユーザは、TMMへのアップグレード時に再度サインインすることを余儀なくされます

•チームメッセージングモードの XMPP連合連絡先

HP Thin Pro機能

Jabber VDIに対する非全画面表示（ウィンドウ）モードのサポート（Linuxのみ）

Linux版 Jabber VDIの以前のリリースでは、全画面表示モードのみがサポートされていました。
非全画面表示モードを設定すると、この機能に影響があります。また、非全画面モードがサポー

トされています。

Ubuntuの機能

Linuxシンクライアントのプレゼンスの改善（Ubuntuおよび eLuxのみ）

ホストされた仮想デスクトップから Linuxシンクライアント（Ubuntuおよび eLux）からプレゼン
ス（ステータス）情報を渡すための、VDI版 Cisco Jabber Softphoneの機能が改善されました。こ
れで、ユーザがシンクライアントをロックすると、そのプレゼンスが不在に更新されます。切断

されると、そのプレゼンスがオフラインに更新されます。

新しいパラメータ—HVDDisconnectSignout

•値—Trueまたは False

•デフォルト—False

パラメータが Trueに設定されている場合、HVDが切断したときに Jabberによってコールア
ウトされます。

パラメータが Falseに設定されている場合、Jabberは、HVDが切断されても利用可能として
表示されます。
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